
　（公財）東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会組織委員会の輸
送宿泊部では，大会期間中の人員輸
送，関係者向けの宿泊先確保，物資

輸送の円滑化等を担当している。実
際の現場のオペレーションなど大会
運営の具体的内容について知ってい
ただく機会は極めて限られているこ

とから今回は本フォーラムの場をお
借りして主に物流の切り口でご説明
したい。

＊
　まず大会全体の概要は図表1の通
りで，オリンピック・パラリンピック
の歴史を紐解けば，今度の東京2020
大会は通算32回目，日本においては
夏冬合わせて4回目に当たる（図表
2）。なお，同一都市で２度目のオリ
ンピック・パラリンピック開催は史
上初である。大会は，日本政府，開催
都市の東京都，JOC，JPC，そして組

（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技
大会組織委員会　大会準備運営第二局　輸送
宿泊部　部長　勝谷大輔氏

競技大会の概要，組織委員会の役割，
物流および人員輸送の課題と取り組み
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政策連携セッション

図表1 大会の概要

東京2020オリンピック・パラリンピック
に向けた物流体制～準備と課題

　先月号に続いてアジア・シームレス物流フォーラム2017から，注目セッションの中
でもとりわけ旬の物流関連テーマである「東京2020オリンピック・パラリンピック」
セッションの様子をお届けしよう。（編集部）
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織委員会の５関係者が協力体制で構
築運営を進めるが，５つの主体が相
互に意思疎通し，総合的に大会準備
運営をするための調整枠組みとして，
調整会議が設置されている（図表3）。
　中でも組織委員会はオールジャパ
ン体制の中心として，IOCおよびIPC
が定めた大会運営用件に基づき，期
間前に何を準備し，期間中は何が必
要か，具体的に検討し，関係者に働
きかける司令塔の役割を担っている。
委員会としての最終的な意思決定は
中央の理事会で行われる。理事会の
下で運営の諸々を担うのが我々事務
局で，全12局体制，約1,100名の職
員により組織されている。
　大会組織委員会の業務はIOC・
IPCの定める６つの分類の下に，全
部で52のファンクショナルエリア
（FA）に細分化されている。図表4
で明らかなように，本セッションで
取り上げるロジスティクスや輸送
は，大会サービスのFAとして整理
されている。
　オリンピック・パラリンピック競
技会場は，マップで示した８の字の
エリアに集中している。左上のヘリ
テッジゾーンは政治経済の中心であ
り，人口も集中しているという特性
が，右下のベイゾーンは臨海地域ゆ
えに物流施設が多数存在するという
特性をそれぞれ有している（図表5）。
なお，基本的な構想は同じ施設を使
用するパラリンピックも同様である。
　現時点での競技スケジュールは案
の段階で，正式には今後調整しなが
ら確定していくが，オリンピック・
パラリンピック共に，期間中は連日
に亘り，都内で複数の競技が実施さ
れることになる。

大会を支える物流体制

　大会物流について紹介すると，我々
ロジスティクスFAの役割は，「大会

期間中に必要とされる，物資の集配・
追跡・処分・再利用についてすべて
を管理する」とされており，IOCの某
担当者の言を借りれば「会場をひっ
くり返して落ちてくるものすべては

ロジスティクスFAの管轄」となる。
　比較的イメージしやすいのは，競
技用の備品つまり棒高跳びのバー，
球技のボールといったものから，会
場の椅子やテーブル，筆記用具　
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図表2 近代オリンピックの歴史

図表3 大会組織委員会の構成

図表4 大会組織委員会のFA
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PC等の事務用品等だろう。この他
にも，オリンピック・パラリンピッ
クを象徴する金・銀・銅メダルをは
じめとする表彰関連のアイテム，ド
ーピング検査で採取された検体など
というものまでが含まれる。これら
大きさも品質も異なるものすべてに
ついて，その数を正確に把握して回
収・保管のうえ，適時適切に配送す
る役目を担うものであり，その意味
でロジスティクスFAの役割は「大
会運営の要」といっても過言ではな
いほどの重要なものといえる。
　その重要な役割を担うスポンサー
がヤマトホールディングスで，2015
年８月にオフィシャルパートナー契
約（荷物輸送サービス）を締結し，大
会期間中のロジスティクスオペレー
ションの準備を共同で進めていると
ころである。
　大会期間中の具体的オペレーショ
ンに目を向けると，これは時期によ
って大きく２種類に分けられる。
　まず１つ目が準備撤収のための配
送であり，大会準備の一環として，
競技中に使用する大量のアイテムを
競技開始前までに，会場や選手村，
メディアセンターに配送し，競技終
了後に各拠点から回収する仕事であ
る。これに備えロジスティクスFA
では事前に，配送オペレーションの
中心設備として，メインディストリ
ビューションセンター（MDC）とい
う倉庫を確保し，大会に必要な物品
類を２年前から徐々に集積していく。
　また，海外からの輸入品の通関手
続きの面倒を見ることもロジスティ
クスFAの仕事である。
　事前集積と並行して，他のFAか
らのヒヤリングにより配送計画を作
成する。例えば，バレーボールの競
技担当者から，ボールはいくつ，審
判用の椅子はいくつ必要か，備品の
輸送に関して特殊な注意事項がある
か，等の輸送ニーズの調査である。

このように準備撤収の配送は，短期
間で，大量の貨物を，多数の拠点に，
同時多発的に配達し，競技後に回収
するオペレーションであることから，
事前の精緻な計画と，瞬間最大風速
的な所要を満たせるだけの輸送能力
の確保が大きな課題である。
　２つ目は競技期間中の配送である。
最大のものは，選手の出入国に際し
ての手荷物輸送である。入国した各
国選手は空港からバスで選手村に移
動する。手荷物には競技で使う物品
が数多くあり，サイクリングの自転
車，競技用車椅子など，長大な手荷
物はバスのカーゴルームに入りきら
ないものも多く，選手団バスごとに，
随伴するトラックを手配して搬送す
る必要がある。また，帰りの出国時
にも空港の混雑回避のため，選手村
で事前チェックイン手続を行うこと
から事前に預った手荷物を空港に運
ぶため，ロジスティクスFAのトラ
ックが必要となる。
　その他，競技期間中は，会場を中心
に個別的な輸送も発生する。事務用
品の配達，メダル，聖火，国旗とい
ったセレモニーに使用する物品や，
銃火器など競技場での特別な取り扱
いを要するスポーツ物品，さらには
ドーピング検査で回収された検体の
監査ラボへの配送等々。これらは個
別のオーダー輸送で，突発的な輸送

所要が生じることもある。柔軟に対
応するためには，一定の需要を見越
した待機車両と要員も必要になる。
　なお，競技会場に出入りする車両
にはテロや不審者の侵入防止のた
め，手荷物点検や爆発物チェックな
ど，セキュリティ検査が必要であっ
て，円滑な輸送オペレーションと競
技会場の安全確保を両立するため，
ロジスティクスFAの車両と人員に
ついてどう対応していくかについて
も検討が必要である。

過去の海外大会にみる
物流対応

　ロンドン2012大会の１日あたりの
観客の需要予測の資料を見ると，開
会式の０日目を起点として，翌日か
ら一気に増加し，15日まで連日多
数の観客が集う半面，貨物取扱量は
傾向が異なり，徐々に貨物取扱量が
増えて需要が高まり，大会１日前に
ピークを迎える挙動を示していた。
　大会が始まると一定レベルまで減
少し期間中は上下せず，閉会以降に
再び急上昇し最大のピークを迎えて
いる。大会物流は大会の直前と直後
にピークを迎えるのが，最大の特徴
と言える。
　また，オリンピック閉会後からパ
ラリンピックまでの期間をトランジ

図表5 オリンピック競技会場地域マップ
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ション期間と呼んでいるが，当然な
がらこの期間には大量のオリンピッ
ク機材の搬出と同時に大量のパラリ
ンピック機材の搬入が交差すること
から，とりわけロジスティクスの力
量が試される，我々にとってはシビ
アな試練の期間となる。
　物流の規模感について，これもロン
ドン2012大会の事例では，12万脚の
椅子，98万点の競技用備品，358頭の
馬，1,632丁の銃火器等々の輸送を
実施している。まさにオリンピック
の物流が「平時における最大規模の
ロジスティクスである」といわれる
所以である。
　ちなみに期間中の貨物輸送につい
ては，我々ロジスティクスFA以外
にも，競技会場の大会関係者に食料
や飲料水をサーブする飲食系のFA，
映像機器や精密計測機器を運ぶパナ
ソニックやオメガなどの企業，その
他スポンサー系による輸送など，
様々な主体が同時並行的に各々の貨
物オペレーションを展開する。

＊
　これまで見てきた要素を踏まえて
物流オペの課題をまとめると，１点
目は大規模かつ短期間に集中する貨
物の輸送処理への対応。２点目は海
外から輸送される物資のスムーズな
取り扱い。３点目は，安全かつ円滑
な大会物流運営となる。
　前回リオ2016大会の責任者は「ノ
ー・ロジスティクス，ノー・ゲーム
ズ」と語ったそうだが，まさにロジ
スティクスFAは貨物なくして成り
立たないオリンピックに不可欠なサ
ービスであって，我々もヤマトグル
ープと連携し，目前の課題一つ一つ
確実にクリアしていく所存である。

人員輸送の成否が
国際的評価に直結

　次に大会の人員輸送の業務につい

て触れたい。開催期間中は組織委員
会の運行するバスや乗用車が都内を
走り回ることになるが，とりわけ関
連施設が集中するゾーンでのオペレ
ーションについては関心が高いと思
われる。
　まず，組織委員会は選手やメディ
アなどステークホルダーに対して，
競技会場や選手村の拠点間輸送サー
ビス提供する義務がある。こうした
業務については，先の図表4にも示
した輸送FAが担当する。
　輸送運営計画案では，ステークホ
ルダーに対する安全円滑迅速な輸送
サービスの提供という目標が掲げら
れ，輸送FAでは目標達成に全力で
取り組んでいるが，「輸送FAによる
人員輸送は大会運営上最も困難なミ
ッションである」と過去大会から変
わることなく指摘されてきた歴史を
軽視してはならない。
　競技会場や選手村など多数の目的
地間を様々な関係者からの個別要求
に応えつつ，必要な時刻に必要な場
所に配車する，極めて複雑で重層的
なオペレーションである現実と，「輸
送はできて当たり前」という一般認
識との乖離について認識しておく必
要がある。
　輸送オペレーションが滞ると，大
会運営への影響は言うまでもなく，
関係者の印象が非常に悪化すると言
われる。その場でクレームが殺到す

るばかりでなく，トラブルに遭遇し
た当のメディア関係者が大きく書き
立てるなど，大会の風評に直接影響
を及ぼすリスクが大きく，その意味
で輸送オペレーションが上手くいく
ことが大会全体の成功のカギである
とまで言われている。
　ステークホルダーとは，組織委員
会が何らかのサービスを提供する必
要のある集団の総称であり，過去大
会をベースに想定した種類と規模が
図表6である。今後ヒヤリングでよ
り情報の精度を高めていく必要はあ
るものの，大きく大会関係者とスタ
ッフに分類され，関係者だけでも数
万人，観客スタッフは数百万人とい
うスケールなのであって，徒歩と公
共交通機関を最大限に有効活用する
大原則を前提としても，数千台規模
のバスや乗用車を用いての関係者の
足の確保が求められている。
　幸いにして我が国の首都圏の交通
網は充実しており，一部例外を除い
て競技会場は徒歩圏内ではあるもの
の，ラッシュアワー時等，一般旅客
と大会観客の移動が重なる際の混雑
対策，駅・道路等施設のアクセシビ
リティ対策，慣れない外国人への乗
り換え案内方法など課題は多く，今
後，国や東京都，交通事業者とも調
整し課題解決に取り組む方針である。
　もう一つの視点として，オリンピ
ック・ルート・ネットワーク（ORN）
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図表6 ステークホルダーの種類と規模（想定）
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がある。ORNは，必要最小限の時間
で確実に目的地間を移動するための，
大会関係者用車両の動線として設定
するもので，比較的信号が少なく事
故率の低い高速道路や4車線以上の
一般道等を選ぶ等の基本的考え方に
より設定される。
　ORNは３種類あり，１つ目は「大
会ルート」で競技会場や選手村，空
港を結ぶ幹線。２つ目は「代替ルー
ト」で，事故や渋滞時等のバックア
ップルート。そして３つ目が「練習
会場ルート」で練習会場へ移動経路
となっている。
　前回のリオ2016大会では，ORN
上に大会関係者専用レーンや優先レ
ーンも設定されていたが，東京の交
通状況では同様の規制的手法が有効
でないとの見方もあることから，規
制的手法を最小限とし，非規制的な
TDM手法（例：競技時間等事前の混
雑リスクに係る広報を行い，一般交通
需要を分散させる）により，大会輸
送と一般交通需要を両立できないか
を検討している。
　最後に，トランスポーテーション・
デマンド・マネジメント（TDM）に
触れておく（図表7）。東京都内では，
通勤通学，貨物物流といった，市民
生活や経済活動に伴い発生する，一
般交通需要が，大会の有無に関わら
ず存在しているが，そこに大会輸送
が加わった結果，深刻な渋滞を惹き
起こす等，大会運営・都市機能の確
保の双方に支障を来たす事態を招く
おそれがある。TDMは，大会成功
のため，大会輸送と一般交通需要を
両立させるための政策ツールである。
　ロンドンやリオでも，競技場周辺
交通情報の発信，事業者・市民への
啓発活動，休日の設定などを実施し，
一定の効果を挙げていることから，
東京大会もこれに倣い，様々なTDM
手法を導入するべく検討中である。
　今後も，国，東京都，組織委員会

の交通事業者，物流事業者が一堂に
会して交通対策を議論する枠組みを
通じ，オールジャパンで効果的な交

第2部 東京2020オリンピック・パラリンピックと物流課題
オフィシャル荷物輸送サービスパートナーとして
のヤマトHDの提供価値と取組み

　ここでは組織委員会の勝谷氏の解
説に続けて，オフィシャル荷物輸送
サービスパートナーとしてのヤマト
ホールディングスの取り組みについ

通需要マネジメントを粛々と進めて
いく所存である。

ヤマトホールディングス㈱　東京オリンピック・
パラリンピック推進室　室長　三重堀敦也氏

図表7 TDMイメージ

図表8  ヤマトのネットワーク

社員数 約 16万人
車両数 約 4万 5000台
ターミナル数 70拠点
店所数 約 6,000店
取扱店数 約 22万店
宅急便取扱い個数 18億 6756万 3562個

（平成 28年度）

図表9 ラストワンマイルネットワーク比較

数
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て具体的に申し上げたい。要点は大
きく３つある。
　１つ目はオリンピック・パラリン
ピックへ向けてのロジスティクスに
ついて。２つ目はスポーツイベント
物流について。３つ目がヤマトホー
ルディングスとしての2020年，そ
の先に向けてのビジョンである。
　初めに簡単に当社の紹介をさせて
いただくと，図表8のようなスペッ
クにまとめられる。社内的な指標・
キーワードとしている「お客様への
距離」をイメージ化したものが図表
9である。日本の国土のうち，人が
住める面積を拠点数で割って換算し
たもので，直営集配拠点からお客様
まで25分，取扱店からは４分，と
いうのが現時点での当社のポジショ
ンである。
　当社は今，「バリュー・ネットワ
ーキング」構想を（図表10）進めて
おり，全国３か所に基幹ターミナル
を設置して，これにより当日配達実
現を目指すゲートウェイ構想（図表
11），また羽田クロノゲートなど総
合物流ターミナルで，アジア翌日配
達のほか，クロスマージ，保税，ロ
ーカライズなど新たな価値を創造し
ている。
　オリンピック・パラリンピックに
ついては，勝谷氏のお話にあったと
おり，世界最大規模のロジスティク
スであり，単独競技のワールドカッ
プで換算すれば50回分の同時開催に
匹敵するとさえ言われる。
　その大会期間の物流の全体像を３
段階に整理したのが図表12のイメ
ージである。１つめが大会そのもの
の競技機材等の物流，２つめが大会
周辺を含む，スポンサーの選手サポ
ートや各国の宣伝ハウス等々の物
流，３つめが一般の生活インフラ，
都市物流と区分できる。ここで注意
すべきは大会物流と一般インフラは
トレードオフの関係にあることであ

る。そのため，必然的に，両者の調
整・調和が最重要となる。
　リオ2016大会のロジスティクスを
まとめた図表13をご覧いただくと，
サプライヤーからメイン&サブ倉庫
を経て，会場へ届けるシンプルなフ
ローで，サプライヤーが極端に多い
ことが通常の物流と異なる特徴と言

える。また，リオ2016大会もロンド
ン2012大会も２段階の倉庫配置をと
り，メイン倉庫は単純な保管，サブ
倉庫は組み立て等の付加作業がある
ものと棲み分けていたが，東京2020
大会でも同様のフローとするかどう
かは未定である。
　写真❶をご覧いただくと，リオの
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図表11 ゲートウェイ構想

図表10 バリュー・ネットワーキング構想
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メイン倉庫には高飛びマットからコ
ースロープまで，巨大な品々が大量
に運び込まれている様子がわかる。
中にはラグビーの選手用ベンチ（写
真❷）など，非分解構造のためユニ
ット丸ごとアッセンブリーで輸送せ
ざるを得ないものも多い。荷台にエ
ックス線装置を搭載したトラック
で，セキュリティチェックを行って
いたことなども，大規模ロジスティ
クスならではの風景といえる。
　ヤマトホールディングスとしては，
日本品質を世界に知って頂くために，
世界が驚く物流を構築し，関係の皆
様と力を合わせ，大会成功に向けて
全力で取り組んでいる最中である。

札幌冬季アジア大会にみる
物流対応

　２つ目の切り口として，今年の２
月に札幌で開催された冬季アジア大
会を例として，大規模スポーツイベ
ントの物流について考察する。
　課題は，ホテルや選手村から空港

図表12 大会時の物流イメージ

図表13 リオ2016大会時のロジスティクスフロー

❶リオ2016オリンピックのメイン倉庫

76 2017・8

ハ イ ラ イ ツ



への選手の手荷物配送である。閉会
式の後，選手及び関係者が一斉に帰
国する際，新千歳空港のキャパシテ
ィーオーバーが懸念されていた。最
悪の場合，出発便の遅れなどが危ぶ
まれる状況下，事前に協議を重ね，
人の流れと荷物の流れを分割する解
決策を講じた（図表14）。
　具体的には「極力，出発前日に荷
物を出してもらう」というものであ
る。ホテルで荷受けして前日の段階
で仕分け輸送体制を整えておき，人
には手ぶらで空港に向かってもら
う。荷物は引き渡しカウンターで受
け取ればよく，エアラインの協力も
得て自動チェックインも可能とする
などの方策もあって，チェックイン
カウンターも整然と流れ（写真❸），
空港内に渋滞も混乱も発生すること
なくスムーズに運用できた。
　結果として多くの選手から「日本
は良かった」という感想を頂き，空
港や組織委員会からも高く評価され
たことは，当社にとっても大きな自
信に繋がった（図表15）。シンプルな
物流提案が功を奏した事例であり，
今後も，常に新しい価値を生み出す
物流を目指し，取組んでいきたい。
　この他，ドーピング（検体）の輸
送についても経験値を向上させるこ
とができた。日本の場合，東京都板
橋区の施設のみでドーピング検査が

可能なことから，深夜，札幌発の検
体を翌日昼過ぎに届けるオペレーシ
ョンを通じて，トレース，温度管理，
セキュリティという課題をクリアし

て配送した経験は，オリンピックに
おいても役立てることのできる貴重
なものである。

❷ラグビーの選手用ベンチ ❸チェックインカウンター
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図表15 冬季アジア大会での取り組みと効果

図表14 冬季アジア札幌大会での取り組み事例
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東京2020のその先へ，
ヤマトホールディングスの
近未来物流ビジョン

　最後に３つ目の切り口として，ヤ
マトホールディングスの取組みにつ
いてご紹介したい。
　まず流通・生活支援サービスの一
例として，都市生活の支援に取り組
んでいる（図表16）。いわゆるビル
における，館内配送の集約，各納品
会社の荷物を一括して，配送するこ
とで，テナントにはジャスト・イン・
タイムによる在庫スペースの縮小効
果，ビル管理会社にとっても坪当た
りの利益向上・最大化等のメリット
がある。また，社会にとっても安心・
安全な環境づくりに貢献している。
この取組みの進化形には，神奈川県
の藤沢SSTでのスマートタウン構
想や，コミュニティ型のサービスス
テーションを標榜する多摩ニュータ
ウンでの取組みなどがある。
　さらに，海外からの来訪者のおも
てなしという視点では，空港⇔ホテ
ル⇔観光地をネットワーク化した海
外渡航者向け手ぶらサービス（図表
17），また国内でも三重県の伊勢市
駅前や宇治山田駅前，さらには中部
空港，首都圏では東京駅などで多面
的に展開中の手ぶら観光サービス提
供を通じて，より快適な日本を実現
する構想も推進中である。
　また，観光ばかりでなく環境への
目配りも欠かすことはできない。宮
崎交通様と連携した，路線バスでの
客貨混載事例（図表18），京福電鉄
様と連携した鉄道における客貨混載
事例に代表されるように，従来には
なかった業界との積極的な連携を模
索し，相互のメリットを引き出し合
いながら協調共存の未来を模索する
試みも加速していく。
　東京2020オリンピック本番まで
３年となった今，まだまだ課題は数

多く残されており，我々だけですべ
てを解決することは難しい。ぜひと
も多くの皆さんからの垣根を越えた
ご協力を仰ぎながら，着実に準備を

進め，世界に向けて日本の良さをア
ピールしていきたいと考えている。

（2017.5.19，東京流通センター）

図表16 流通・生活支援サービス

図表17 国内外からの来訪者のおもてなし

図表18 国内での路線バス客貨混載事例（宮崎交通様）
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